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【はじめに】

人工知能（AI）の急速な進歩により、ビジネス環境は大きく変化し、
変化のスピードも大変早くなっています。何よりも、これまで継続されて
きた、ビジネスの仕組みそのものが、IT技術の進化により、大きく変化
します。また、今後その傾向は確実に大きくなります。
既に工場では、IoT（あらゆるモノがインターネットにつながることで、
新たな付加価値を生み出す技術）により、工場の自動化が進展していま
す。また、人手に頼っていた物流作業も自動化になる等、さまざまな業務
が IT活用により、無人化されています。これらの業務の多くは、人の勘
や経験にあまり依存しない、比較的単純業務の領域でした。
ところが現在では、AIの進化により、これまで自動化が困難と言われ

てきた、研究開発業務の領域までもが、大きく変化しています。研究開発
は、企業の差別化の源泉となる業務で、研究者の長年の経験や勘が、研究
開発の成否を分けていました。この領域でさえも自動化が進展しています。
この様に、AIや IoTにより、産業構造や企業の業務内容が激変し、既
存の業務そのものが確実に変化します。今後、AIや IoTの進化に対応出
来ない企業は、淘汰される可能性が高いと思われます。
ビジネス環境の変化に対応するために、多くの社会人が、今までにない
新しい『スキル』を身に付けること（リスキリング）が求められます。日
本政府の総合経済対策でも、今後 5年間で 1兆円をリスキリングに投資
する事を検討しています。

AI・IoTを効果的に活用することが出来れば、業務の効率化はもとより、
「世の中に役に立つ、新たなビジネスの仕組み」が創造出来る可能性は大
いに高まります。企業にとっては、非常に大きなチャンスでもあります。
これは、個人にも言えることで、「新たな変化を大きなチャンスに変え
るか」、「変化に対応出来ず脅威にしてしまうか」は、個人の問題意識や、
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今後の能力開発に、追う所が多々あります。
大切なことは、人により得意分野や仕事の経験が異なる様に、どの様な

『スキル』を身に付ければ良いかは、人により異なります。『スキル』を身
に付けるためには、大きな努力が必要で、自分に合った『スキル』を効果
的に身に付けることが大切です。
さらに、仕事で必要な能力は、『スキル』だけではありません。小手先で『ス
キル』だけを磨くのではなく、ビジネスの基本を理解し、体系的に能力を
高めることが大変重要になります。
「どの様に自分を磨けば良いのか」、「何を視点に能力開発を行えばよいか」

に関して、実際に悩んでおられる方は、大変多いのではないかと思います。
筆者はこれまで、さまざまな企業で、いろいろな分野の仕事に携わって
きました。その中には、、四面楚歌の中で米国の赤字企業の再建、企業の
業務変革や従業員の意識変革など、大変困難な業務も数多くありました。
辛酸をなめながらも、多くのスタッフや周りの人達に助けられ、大変有意
義な経験をし、さまざまな教訓を得てきました。
会社の役員を退任後、MVP（Mission = Vision × Passion）コンサ
ルティングという会社を立ち上げました。本著では、仕事のベースとなる
基本的な能力を、『MVPC（MVP コンサルティング）の４S（スタンス・
スキル・センス・スタイル）』としてまとめています。
これまでさまざまな企業で『MVPC の４S』をお伝えし、議論をして
きました。その議論を通して、現在の混沌とした時代において、『MVPC
の４S』の考え方は、ますます重要になると、確信出来るようになりました。
これまで教訓をお話しさせて頂いたのは、在籍した企業を始め、大手製
薬会社の子会社の部課長研修、大手機能性原料メーカーの研究員を対象と
した年間研修、調査会社での講演、顧問をさせて頂いている企業の部長研
修や、新人研修等です。
既に数百名の方に『MVPC の４S』をお伝えし、沢山の方より高い評
価を頂きました。
自分磨きには、苦難を乗り越える原点、『ビジネス哲学』と『ビジネス

の基本的な考え方』が必要です。また、実際に自分磨きを行うためには、『自
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分自身の理解』と『能力開発を効果的に進める基本』を理解する事が重要
です。

本著では、多くのかたがたより反響を頂いた、『後悔しない自分磨きの
基本』として『MVPC の４S』をご紹介します。『MVPC の４S』のユニー
クな視点は、ビジネスで必要とされる能力を、全く新しい視点から解析出
来る事です。これにより、獲得したい能力開発の視点が広がり、身に付け
るべき能力が、より明確になるのです。

これまで、『MVPC の４S』の研修は、研修生に質問を投げかけ一緒に
考えるという「双方向」で進めて来ました。書物では双方向のやり取りは
不可能ですが、先ず本の中で筆者より質問をさせて頂き、読者の皆様に「考
えて頂き主題に入る」という手法も活用します。どの様な視点から、自分
に合った能力を、どの様に身に付けていくのか。読者自身も考えて、実行
して頂く『自分磨き（企業視点では人材力の強化）の実践的な内容』となっ
ています。
今後の激変するビジネス環境を、一人でも多くの方が前向きに乗り切っ

て頂きたい、という思いから本著をまとめました。ビジネス能力UPの処
方箋として、必ずお役に立てると信じております。
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